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（別紙１） 

 

三茶のミライ（三軒茶屋駅周辺まちづくり基本計画）（素案）への 

区民意見と区の考え方について 

 

１ 区民意見募集概要 

（１）意見募集期間 

令和３年９月１５日(水)～令和３年１０月６日（水） 

（２）周知方法 

区のおしらせ「せたがや」９月１５日号、ホームページ、区公式 Facebook、 

Twitter、メールマガジン、YouTube 配信、区政ＰＲコーナー、 

第４回三軒茶屋駅周辺まちづくり会議（令和３年９月２５日開催） 

 

２ 区民意見提出状況 

（１）区民意見募集 

① 意見提出人数 １８人（封書１人、ファクシミリ１人、持参１人、ホームページ１５人） 

② 合計意見数  ３７件 

 

大項目 中項目 件数 

第１章 

「三茶のミライ」策定の趣旨 

背景と目的  

策定にあたって  

対象区域  

位置付け  

基本方針  

第２章 

「三茶のミライ」で 

描くまちの未来像 

「まちの未来像」の描き方  

まちづくり会議と 

まちづくりシンポジウム 
 

まちづくりのテーマ  

９つの未来像 １ 

基本方針の方針・方策と 

９つの未来像の繋がり 
 

第３章 

９つの未来像実現に向けて 

体系  

まちの姿 １９ 

９つの未来像実現のための取組み  

まちの空間デザイン ４ 

第４章 

今後の展望 

まちづくりの推進 ２ 

推進体制  

推進プロセス ４ 

その他 その他 ７ 
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３ 区民意見募集における意見の要旨と区の考え方 

番 

号 
意見の要旨 大分類 中分類 区の考え方（案） 

1 自身も参加したまちづくり会

議での意見を９つの未来像に

まとめているが、もう少しシ

ンプルなキャッチが必要と感

じ、つまるところ「職住遊の

まち  三軒茶屋」を目指した

いのだと思う。「職住遊」と

いうシンプルなワードにし、

それぞれがその項目に何が足

りないか、何を自ら足して行

きたいのか、それを積み上げ

るのがいい。 

第２章 ９つの

未来像 

平成３１年３月に策定した「三軒茶屋

駅周辺まちづくり基本方針では、まち

のビジョンに「進化し続ける交流のま

ち『三茶 Crossing』」を掲げておりま

す。「三茶のミライ」は、このまちの

ビジョンを実現するために、「みんな

の計画」として、区民・事業者・町

会・商店街・大学など三軒茶屋駅周辺

に関わりを持つ多様な主体が参加す

る、まちづくり会議やシンポジウムに

おいて、出し合った意見を大切にしな

がら導き出した９つのテーマを基に、

未来像を描いてきました。今後、地域

の方をはじめ三軒茶屋に関わりを持つ

方々と、できることから始めて、まち

の未来像実現のための取組みを積み上

げてまいります。 

2 世田谷区の玄関であり、電

車・バスのアクセスも良いの

に、夜の食事・飲み屋街に見

えるのは勿体ない。三茶らし

い文化的な街が、赤ちゃんか

らお爺ちゃんお祖母ちゃんま

で、居心地の良い場所になる

ことを期待する。 

第３章 まちの

姿 

「三茶のミライ」の未来像１に、「ま

ち全体がアートや文化であふれる」姿

を描いております。また、未来像４に

は実現するための取組みとして、「街

区一体化などの面的整備に合わせまち

づくり活動ができる広場空間整備」や

「滞在性を向上させる公共的な空間の

利活用の推進」を示しております。今

後、三軒茶屋に関わりを持つ多様な主

体と連携した社会実験や身近な活動な

どを実践し、居心地の良い空間づくり

を進めてまいります。 

3 再開発は、高い建物を建てる

イメージがあり、それでは、

三角地帯の景観や温かみが守

りにくそう。しかし、防災の

観点から耐火の建物にするた

め、個別の建て替えにあたり

第３章 まちの

姿 

「三茶のミライ」には、未来像２

を実現するための取組みとして、

「魅力あるまち並みなどを継承す

るためのまちづくりルールの構

築」を示しております。今後、三軒

茶屋に関わりを持つ多様な主体と連携

した社会実験や身近な活動などを実践
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区が補助金を出してもらえる

と助かる。 

し、界わい性を育むまちづくりを進

めてまいります。 

また、防災の観点から建て替え時

補助金等が交付される制度の利用

には、条件等がありますので、い

ただいたご意見につきましては、

今後のまちづくりの参考とさせて

いただきます。 

4 子どもと訪れて楽しい街にな

ると嬉しい。子供と三茶に行

くと交通量の多い大通り（危

険性や騒音など）や、ゆった

りできる広場やベンチなどが

ない、子連れで入れる店が少

ない、雨の日に過ごす屋内や

地下施設が少ないという「居

づらさ」がある。 

第３章 まちの

姿 

「三茶のミライ」には、未来像４を実

現するための取組みとして、「商業空

間の利活用により回遊性を高めるため

の休憩場所などの整備」や、「質、量

ともに豊かな地域にするための緑地空

間整備」を示しており、まちなかに人

が座れる場づくりなどの社会実験を実

施することで具体化し、子どもの視点

も大切にし、これを繰り返し、三軒茶

屋駅周辺に関わりを持つ方々ととも

に、居心地の良い場所を生み、まち並

みとみどりが調和したまちを実現する

ため、まちづくりを進めてまいりま

す。 

5 子供達の「遊」の場をどれだ

け作れるか。ふれあい広場や

いろいろな空間をもっと子供

に解放できないのか。引き続

き一緒に考えていきたい。 

第３章 

 

まちの

姿 

 

「三茶のミライ」には、未来像４を実

現するための取組みとして「滞在性を

向上させる公共的な空間の利活用の推

進」を示しており、子供の視点も踏ま

えて、今後具体的な取組みを地域の方

をはじめ三軒茶屋に関わりを持つ方々

とともに実践し、まちづくりを進めて

まいります。 

 

6 子育て世代向けのスペースや

コミュニティの充実として、

三軒茶屋交差点近くに、大人

はくつろぎ子供も楽しめるス

ペースがあるとありがたい。

子供の遊び場や交流の場は少

なく、散歩に行き必要な買い

物をして、その後ゆっくり遊

べる場所がないので滞在時間

は短くなる。 

7 三軒茶屋には、玉川通りがあ

り、騒音、日当たりが悪く、

健全な街の体をなしていな

い。交通・運輸・輸送の点か

第３章 まちの

姿 

「三茶のミライ」の未来像４に、「ま

ちなかに広がる公共的空間が居心地の

良い場所を生み、人とまちを繋いでい

る」まちの姿を描いております。ま
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ら街をどうすべきか。商店街

を別の所に移転することも含

めて、集中より分散を考え

て、再検討すべきである。 

た、未来像６に、「古くからの街道の

分岐点であることや公共交通が充実し

ている利便性を生かす」まちの姿を描

いております。これを実現するための

取組みの一つに、「交通利便性向上を

目指した公共交通などの乗換え機能の

集約」を示しており、今後、社会実験

を中心とした多様な主体と連携した身

近な活動や、まちの空間デザインの検

討を通じて、これらの実現に向けて取

り組んでまいります。 

8 衛生環境改善として、各テナ

ントの衛生観念向上の啓蒙活

動を一層強化し、地域や商店

街全体として一体感を持って

衛生向上に取り組んで頂きた

い。 

第３章 まちの

姿 

「三茶のミライ」には、未来像４に

「駅周辺は清潔感あふれる」まちの姿

を描いており、これを実現するための

取組みとして「定期的な美化活動及び

路上喫煙禁止の啓発活動の推進」を示

しております。身近な困りごとの解決

など、できることから始めて、地域の

方をはじめ三軒茶屋に関わりを持つ

方々とともに取組みを着実に積み上

げ、まちづくりを進めてまいります。 

9 三軒茶屋地域や商店街に人が

回遊する事で、地域特性が多

様化し、文化や歴史がつくら

れ、商店街も発展するため、

南北の回遊性を高める事は重

要だと思う。建物の間の２階

以上の部分をつなげ地下空間

を開発して、地上に人が歩か

ないような動線の開発は望ま

しくない。 

第３章 まちの

姿 

未来像５を実現するための取組みとし

て、「南北方向の分断回避を目指した

道路横断機能の整備」を掲げておりま

す。また、まちの空間デザインの大切

な４つのポイントのうち、「歩行者空

間の充実、スムーズな移動や乗換え、

回遊性の向上」や「南北移動の円滑

化、地下空間の活用・創出」を掲げて

おり、まち全体を繋げ、誰もが行きた

いところに安心して移動できるまちを

実現するためにまちの空間デザインの

検討、公共施設など地域資源の利活用

など地域の方をはじめ三軒茶屋に関わ

りを持つ方々とともに実践し、まちづ

くりを進めてまいります。 

10 未来像５の取組み「新たなモ

ビリティなどの活用による利

便性向上促進」実現のため、

自動運転を見据えたオンデマ

ンドバス、キックボードなど

第３章 まちの

姿 

未来像５を実現するための取組みとな

る「新たなモビリティなどの活用によ

る利便性向上促進」については、様々

な手法が考えられるため、イラストを

用いて表現しております。新たなモビ
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具体的なモビリティの記載、

新たなモビリティが利用しや

すいようモビリティ空間整備

について、追加記載の検討を

お願いしたい。 

リティが利用しやすい空間整備の追加

記載については、いただいたご意見を

踏まえ、取組みを「新たなモビリティ

などの活用による利便性向上促進およ

び環境整備」と変更いたします。今

後、社会実験を中心とした多様な主体

と連携した身近な活動や、まちの空間

デザインの検討などの未来像実現のた

めの取組みを推進し、まちづくりの気

運と熟度を高めていきます。 

11 大通り（国道２４６号や世田

谷通り）で分断されており、

子供を連れての階段の上り下

りや交差点を渡るのは躊躇す

る。三軒茶屋交差点を中心に

周囲を回遊するコミュニティ

ビークルやパーソナルモビリ

ティなどがあれば気軽に足を

伸ばして三軒茶屋広域を楽し

める。自動運転の低速周遊バ

スや小型グリーンスローモビ

リティなど、子供も楽しめる

ので、検討頂きたい。 

第３章 まちの

姿 

「三茶のミライ」には、未来像５を実

現するための取組みとして、「新たな

モビリティなどの活用による利便性向

上促進」を示しており、新たなモビリ

ティなどの様々な移動サービスが連携

しているまちを実現するため、社会実

験を中心とした多様な主体と連携した

身近な活動や、まちの空間デザインの

検討、公共施設など地域資源の利活用

などを実践し、まちづくりを進めてま

いります。 

12 未来像６の取組みについて、

駅から地上への動線は狭い階

段とエレベーター２基で、広

く歩きやすい階段、エスカレ

ーター、エレベーター、地下

空間の整備といった歩行者ネ

ットワーク改善による交通結

節点としての駅の利便性向

上、人々の活動促進について

追加記載の検討をお願いした

い。 

第３章 まちの

姿 

「三茶のミライ」には、未来像５を実

現するための取組みとして「通行環境

の向上を目指した歩きやすい歩行者空

間整備」を示しております。また、未

来像６を実現するための取組みとし

て、「交通利便性向上を目指した、公

共交通などの乗換え機能の集約」や、

「地下空間における魅力ある広場など

の創出」を示しております。歩行者ネ

ットワーク改善には、多くの課題が複

合的に関わっています。そのため、三

軒茶屋駅周辺に関わる多様な主体と社

会実験を中心とした身近な活動や、ま

ちの空間デザインの検討、公共施設な

ど地域資源の利活用など未来像実現の

ための取組みを推進し、まちづくりの

気運と熟度を高めていきます。 
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13 世田谷線三軒茶屋駅から田園

都市線三軒茶屋駅へのアクセ

スが悪く、歩く途中で雨に濡

れ、喫煙所から煙も流れる。

アクセス通路の途中に、イベ

ントスペースや店などは不

要。通勤や行楽で三軒茶屋は

通過点である。 

第３章 

 

まちの

姿 

「三茶のミライ」には、未来像６を実

現するための取組みとして、「交通利

便性向上を目指した公共交通などの乗

換え機能の集約」を示しております。

拠点ならではの、機能が集約され、乗

換えアクセスを改善していくために

も、三軒茶屋駅周辺に関わる多様な主

体とともに今後具体的な取組みを検討

し、まちづくりの気運と熟度を高め、

まちづくりを進めてまいります。 

14 世田谷線改札前と、世田谷線

～田園都市線の乗換経路にあ

る三茶パティオの一部に屋根

がなく、雨の日に傘を差さざ

るを得ないので、屋根をつけ

てほしい。 

15 国道２４６号の歩道が狭すぎ

る。田園都市線三軒茶屋駅も

狭すぎる。２４６号の下に地

下道や地下街を作れないか。 

第３章 まちの

姿 

「三茶のミライ」には、未来像５を実

現するための取組みとして「南北方向

の分断回避を目指した道路横断機能の

整備」を示しており、未来像６を実現

するための取組みとして「地下空間に

おける魅力ある広場などの創出」を掲

げております。今後、国道２４６号を

管理する国土交通省をはじめ、鉄道事

業者など、関係機関と調整しながら、

人々の活発な活動を支えるまちづくり

を進めてまいります。 

16 「三軒茶屋は世田谷区の表玄

関」という言葉に相応しいも

のが描かれていない。表玄関

といえば行政の中心施設が集

約していることが想定される

が、区役所の大きなものはな

く、せめて総合支所くらいは

移転しても良いと希望する。

「表玄関」と表現するに相応

しく、世田谷区が覚悟を決め

て取り組む姿を見せて欲し

い。更に例えだが、未来像７

に災害に強く、安全・安心の

あるまちとあり、老朽化した

消防署を取り込み、防災セン

第３章 まちの

姿 

区は公共施設等総合管理計画を策定

し、将来的な財政見通しに基づき、公

共施設の適切な管理、更新等に取り組

んでいます。 

限られた施設や財源の中で、施設の長

寿命化、複合化、多機能化、官民連携

による施設整備を基本に、効果的・効

率的な公共施設整備を進め、既存施設

を最大限に有効活用していくことが必

要です。 

「三茶のミライ」における未来像６の

実現のための取組み「公共施設機能の

複合化、多機能化」や地域の施設需要

などを踏まえつつ、街づくりの進展や

施設の大規模改修などの機会を適切に

捉え、検討を進めてまいります。 
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ター機能も併設するといった

姿勢を見せて欲しい。 

17 アートに予算は割かないで、

インフラ整備に金をかけて、

安全安心の街づくりを行って

ほしい。老朽化したマンショ

ン等を再開発して、安全安心

な街にしてほしい。 

第３章 まちの

姿 

「三茶のミライ」の未来像７に「災害

に強く、安全・安心のあるまち」を描

いており、建物の不燃化、耐震化、防

災空間の充実などにより防災性が向上

しているまち実現のために、まちの空

間デザインの検討、公共施設など地域

資源の利活用などの未来像実現のため

の取組みを推進し、まちづくりの気運

と熟度を高めていきます。 

18 三軒茶屋及びその周辺は、地

震による大規模火災になる危

険性が大きいため、周辺部を

含めて大規模火災の起こらな

い街をつくること。 

19 三軒茶屋地域の生活環境の安

心安全を向上させる開発をし

ていただきたい。夜間・深夜

営業の飲食店が増えており、

酔っ払い等（落書き）、治安

が乱れるようになった。深夜

人口を増やすような開発はし

ないでいただきたい。 

第３章 まちの

姿 

「三茶のミライ」には、未来像７を実

現するための取組みとして、「まちの

治安維持・向上を目指した仕組み構

築」や「防犯パトロール活動の継続体

制構築と防犯体制の担う人材育成」を

示しており、身近な困りごとの解決な

ど、できることから始めて、地域の方

をはじめ三軒茶屋に関わりを持つ方々

とともに取組みを着実に積み上げ、ま

ちづくりを進めてまいります。 

20 三軒茶屋は小規模な店舗が多

くそれが魅力でもあるが、ま

ち全体で統一的な情報発信が

されると、知らなかった場所

や店舗を知るきっかけにな

る。地域 SNS や地域通貨の利

用促進、地域の店舗の混雑状

況が可視化できるサービス導

入など、まち全体で情報発信

やデータ基盤を整えること

で、日々足を運ぶ人の利便性

向上が増していく。 

第３章 まちの

姿 

まち全体の情報発信がされることは、

大切なことと考えております。いただ

いたご意見を踏まえ、未来像９を実現

したまちの姿において、「様々な形で

まちづくりに関われる機会が提供され

ている」から「様々な形でまちづくり

に関われる機会や情報が提供されてい

る」と変更いたします。 

また、未来像実現するための取組みの

「自主的なまちづくり推進体制および

取組み参加推進の仕組み構築」から

「自主的なまちづくり推進体制および

日常的な情報発信などによる取組み参

加推進の仕組み構築」に変更し、三軒

茶屋駅周辺に関わりを持つ方々の人々

の利便性向上に向けて、まちづくりの

気運と熟度を高めていきます。 
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21 未来像６の取組み「公共的空

間の活用促進」の前提とし

て、多様な主体による質・量

ともに高いレベルでの公共的

空間の創出を促すため、官民

連携による公共的空間の整備

について追加記載の検討をお

願いしたい。 

第３章 まちの

空間デ

ザイン 

「三茶のミライ」は、「みんなの計

画」を基本理念としており、まちのビ

ジョンを実現するために、まちの未来

像を思い描き、三軒茶屋駅周辺に関わ

りを持つ多様な主体である「みんな」

で、まちの未来像実現のための取組み

を着実に積み上げていくことを背景と

目的に記載しております。また、第３

章におけるまちの空間デザインの大切

なポイントとして、「拠点性を生かし

た都市機能集積、パブリックスペース

の創出、防災性の向上」や「歩行者空

間の充実、スムーズな移動や乗換え、

回遊性の向上」を示しており、市街地

の再構築による拠点の創出や、機能集

積と合わせて広場空間整備や延焼遮断

帯などの形成を図っていき、質・量と

もに豊かな地域にするための緑地空間

や歩きやすい歩行空間などを充実させ

るためのまちづくりを進めてまいりま

す。 

22 パブリックスペース確保には

街区の再編、高度利用が前提

となるため、「拠点性を活か

した都市機能集積、パブリッ

クスペースの創出、防災性の

向上」の考え方に高度利用の

追加記載の検討をお願いした

い。 

第３章 まちの

空間デ

ザイン 

未来像６を実現するための取組みとし

て、「市街地の再構築として高度利用

などによる魅力ある拠点の創出と商

業・業務・滞在施設など機能の集積」

を示しております。また、まちの空間

デザインの大切な４つのポイントの

「拠点性を生かした都市機能集積、パ

ブリックスペースの創出、防災性の向

上」の考え方として、「拠点ならでは

機能の集約や防災性の向上を一体的に

進め、市街地の再構築による拠点の創

出や、機能集積と合わせて、広場空間

整備や延焼遮断帯の形成等を図ってい

く」を示しており、今後高度利用を含

めた機能の集積により、防災性向上実

現に向け、社会実験を中心とした多様

な主体と連携した身近な活動や、まち

の空間デザインの検討、公共施設など

地域資源の利活用などの未来像実現の
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ための取組みを推進し、まちづくりの

気運と熟度を高めていきます。 

23 歩道拡幅や仮設物を用いた小

規模なまちの居場所づくりな

ど、定石の手法や小さなアク

ションの積み重ねと並行し

て、ぜひチャレンジングな都

市デザインが実現することを

期待している。 

第３章 まちの

空間デ

ザイン 

より多くのまちづくりの担い手が、次

の行動を起こすきっかけとなるよう、

今ある空間の多様な利活用や新たな空

間の創出及びその利活用、さらにまち

づくりの仕組みやルールの構築を一体

的に捉え、「まちの空間デザイン」と

してまとめております。今後、まちの

空間デザインに関する取組みについ

て、社会実験などを実施することで具

体化し、一つひとつの取組みが繋がり

加速し、また、新たな取組みも加わ

り、みんなが連携した社会実装に繋げ

ていきます。 

24 三軒茶屋のような回遊性のポ

テンシャルの高いまちのビジ

ョンにおいて、ウォーカブル

なまちづくりと関連するキー

ワードが多数盛り込まれたこ

とは、大変うれしい。特に、

シェアドスペース、時間指定

レーンマネジメントなどは、

ストリートデザイン・マネジ

メントの主流となりそうなキ

ーコンセプトで、是非積極的

に取り組んでいただきたい。 

３章 まちの

空間デ

ザイン 

今ある空間の多様な利活用や新たな空

間の創出及びその利活用、さらにまち

づくりの仕組みやルールの構築を一体

的に捉え、「まちの空間デザイン」と

してまとめており、今後、まちの空間

デザインに関する取組みについて、社

会実験を中心とした身近な活動や、公

共施設など地域資源の利活用など未来

像実現のための取組みを推進し、みん

なが連携した社会実装に繋げてまいり

ます。 

25 区民と行政が共に歩むための

翻訳をするようなしなやかさ

とクリエイティビティを備え

た公民の中間組織があると良

い。理論的には正しいのに実

行されない場合、そこに欠け

ているものは何か。河を渡る

橋を三軒茶屋からまずかけて

ほしい。 

第４章 まちづ

くりの

推進 

まちづくりの担い手が育ち繋がる仕組

みを支えていくには、行政主体ではな

く、まちづくりを中立的で支援する組

織が、まちづくりの推進における機能

的でオープンな体制の一翼を担ってい

くことが望ましいと考えております。

今後、みんながまちづくりに関わるこ

とができるまちづくり推進体制の構築

をしていきます。 

26 「推進体制」について、TMO

（BID が良い）を法人化して

早期に活動できるように望

む。参加者は一株主となり、

責任ある参加主体としなり、
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区も出資して一定の責任（当

初の中心市街地活性化法の時

のように）を持って参加頂き

たい。 

27 ９つの未来を実現するため

に、今後の基本計画、基本設

計、実施設計に携わりたい。 

第４章 

 

推進プ

ロセス 

「三茶のミライ」を基に、新たなまち

づくりの担い手や支援組織の育成のた

め、まちづくり会議を継続的に開催し

ていきます。また、社会実験を中心と

した多様な主体と連携した身近な活動

や、まちの空間デザインの検討、公共

施設など地域資源の利活用などの未来

像実現のための取組みを推進し、まち

づくりの気運と熟度を高めていきま

す。さらに、学識経験者や地元有識者

などの助言も受けながら、まちづくり

の担い手が積極的かつ様々な形で関与

できる、推進体制の構築を進めていき

ます。今後もご参加お待ちしておりま

す。 

28 パブリックスペース活用によ

る「くつろぎ、拠点性、地域

参加」は、魅力的なまちには

欠かせない。一方、各未来像

がどの形になればゴールか？

をより明確にすべき。例え

ば、キャロットタワー、ふれ

あい広場など、数多くの活用

事例があり、事例を深掘り・

見つめ直し、より具体的な未

来像を描く、この先区民と考

える機会を改めて作って頂き

たい。 

29 まちづくり会議などに参加

し、三軒茶屋に関心のある人

が沢山いることが分かった。

誰もがまちづくりに関われる

未来が一番大事と思い、いい

街になるかどうかの分かれ道

は、自分達の街を自分達で作

っていくという当事者がどれ

くらいいるかだ。今後も積極

的に参加し、作り手の一人と

して関わっていきたい。 

30 ９つの未来像は、すぐに取り

組めるものから長期的なもの

まである。街づくりは単線で

なく複線で取り組むのが良い

ので、推進体制が整ったら、

それぞれのロードマップを描

いて、複数のチーム編成で取

り組むと良い。 

まちの姿・未来像は、時代と

ともに変わるので、これから

第４章 推進プ

ロセス 

社会実験や多様な主体と連携した活動

のフィードバックからまちづくり活動

と広域生活・文化拠点としてのまちの

発展に向けた取組み内容を具体化し、

その取組みを計画的に進めていくため

にも、まちづくりの担い手が積極的か

つ様々な形で関与できる、推進体制の

構築を進めていきます。今後もまちづ

くり会議を継続して開催していきます
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も参加し、皆さんと議論を重

ねていきたい。 

ので、引き続きご参加お待ちしており

ます。 

31 区民サービスの地域格差・偏

りを是正するため、文化関連

事業に関して、二子玉川地区

においても三軒茶屋と同等に

区の資源の投下を要望する。 

その他 その他 区の文化・芸術事業については、区民

サービスの地域格差や偏りが生じるこ

とのないよう、関係機関と連携し取り

組んでいきます。いただいたご意見に

ついては、今後の文化・芸術振興施策

の参考とさせていただきます。 

32 従来実施されてきた文化関連

事業の一定部分について、玉

川総合支所せせらぎホールを

意図的・積極的に活用するよ

う要望する。 

その他 その他 区では、区民の誰もが文化・芸術に触

れ、体験・参加し、気軽に楽しむ機会

を創出するため、区内各地域のさまざ

まな施設を利用し文化・芸術事業を展

開しています。玉川せせらぎホールの

活用につきましては、今後の事業計画

検討の参考とさせていただきます。 

33 三軒茶屋は、世田谷区の交通

の中心であり、交通網を如何

に整備するかが大きな問題で

ある。世田谷線の他の手段を

考慮すべきである。世田谷区

役所への移動はどのようにす

るのか？新しい交通ネットワ

ークが必要だろう。 

その他 その他 現在、三軒茶屋から世田谷区役所への

移動には、東急世田谷線、世田谷通り

を走行する路線バスのほか、タクシー

等を利用する方法が考えられます。 

今後も事業者と連携し、交通ネットワ

ークの充実に取り組んでまいります。 

34 区最南部（東玉川、奥沢一丁

目～四丁目）から自由通りを

経由して、三軒茶屋及び区役

所へ直行するバス路線の新設

を推進するよう要望する。 

その他 その他 区では南北公共交通の強化や公共交通

不便地域対策に取り組んでおります

が、新たなバスの導入には、事業の採

算性やバスが通行する道路の安全性の

確保、沿道住民の理解など、課題が少

なくありません。 

公共交通の利便性の向上のため、今後

もバス路線の再編などにあわせて、事

業者と連携して取り組んでまいりま

す。 

35 国道２４６号と茶沢通りの合

流地にある三軒茶屋は、大量

の水流がぶつかり水害の恐れ

があると考えるが対策はどう

なっているか。 

その他 その他 国道２４６号と茶沢通り等が交差する

三軒茶屋交差点付近は、周辺地域より

標高が高い箇所となっており、過去の

浸水確認箇所一覧（平成元年～令和３

年１０月）において、区が把握してい

る浸水は確認されておりません。一方

で、交差点付近から離れた緑道近くで

は、浸水が確認されているため、区で
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は水害対策として、区道で雨水を地中

に浸透させるため、浸透ますや透水性

舗装等の整備をしております。さら

に、雨水処理するための公共下水道を

管理する東京都と連携しながら、対策

に努めてまいります。 

36 「三茶のミライ」の未来像、

空間デザインの中からアイデ

アを取り入れた再開発を実現

していきたい。 

街の建物には、防災面に問題

があり早急に改善を要するも

のなどもあり、再開発準備組

合も検討を進め、地権者が再

開発の推進を望んでいる。現

実的な街づくりに本格的に着

手していなければならないの

ではないか。 

その他 その他 三軒茶屋駅周辺は、賑いと活気に満

ち、多様な機能を備えた拠点とするた

め、また、老朽化した建物が幅の狭い

道路に沿って建ち並ぶなど防災面での

課題も抱えており、国道２４６号と世

田谷通りに接する地区において、関係

権利者により構成する市街地再開発準

備組合が、再開発への合意形成に向け

取り組んでおり、区はこの取り組みを

支援しています。 

再開発にあたりましては、まちづくり

の基本計画となる「三茶のミライ」の

もと、創意工夫を図る再開発準備組合

を支援し、９つの未来像実現に向けた

取り組みを進めてまいります。 

37 区の基本姿勢として個別の三

軒茶屋とその近隣地域のみを

視るのではなく、本計画が全

区民にどう関わりどういう利

益をもたらすのか、区を俯瞰

する視点から吟味し考慮し進

めるよう要望する。 

その他 その他 区では、世田谷区都市整備方針におい

て、主として商業業務機能および文化

情報発信機能が集積し、全区的な

「核」であると同時に、本区を越えた

広域的な交流の場を「広域生活・文化

拠点」とし、三軒茶屋、下北沢、二子

玉川駅周辺地区の３地区を位置づけて

います。 

三軒茶屋駅周辺地区は、本区の文化や

観光の発信地となっており、渋谷副都

心に近接し、道路・交通の集散する拠

点であることを活かし、商業・サービ

ス、業務、文化などの機能が充実し

た、親しみやすく庶民的雰囲気をもつ

拠点とする、としており、これに基づ

き三軒茶屋駅周辺でのまちづくりの進

め方を明らかにする目的として、三軒

茶屋駅周辺に関わりを持つ多様な主体

と「三茶のミライ」をとりまとめてき

ました。策定後、社会実験や多様な主
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体と連携した活動のフィードバックか

らまちづくり活動と広域生活・文化拠

点としてのまちの発展に向けた取組み

内容を具体化し、「三茶のミライ」を

実現してまいります。 

 


